


2



3



4



5



6



7



8



9



10

JAニュース

い
わ
み
中
央
ぶ
ど
う
部

会
（
塚
本
守
部
会
長
）
は
９

月
８
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ

み
中
央
地
区
本
部
農
産
物
総

合
集
出
荷
施
設
に
お
い
て
第

２
回
ぶ
ど
う
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
管

内
産
ぶ
ど
う
の
消
費
拡
大
及

び
販
売
力
強
化
・
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
あ
り
、

開
始
早
々
ピ
オ
ー
ネ
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
買
い
求
め

る
長
蛇
の
列
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
ぶ
ど
う
を
購
入
さ
れ
た
方
に
は
ピ
オ
ー
ネ
の
つ

め
放
題
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
実
施
や
、
下
来
原
西
組
神

楽
社
中
に
よ
る
石
見
神
楽
の
上
演
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
塚
本
部
会
長
は
「
同
部
会
は
管

内
の
部
会
が
合
併
し
６
年
目
と
な
り
、
35
名
の
会
員
で
約
７

ha
を
栽
培
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ

や
行
政
に
協
力
い
た
だ
き

１
億
円
産
地
を
目
指
し
て
い

る
。」
と
語
り
ま
し
た
。

大
粒
系
ぶ
ど
う
は
『
浜
田

市
の
顔
と
な
る
農
産
物
』
の

一
つ
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
じ
て
地
元
か
ら
更
な
る
Ｐ

Ｒ
を
行
い
生
産
者
の
意
欲
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
で

は
８
月
30
日
、
悪
天
候
の
中
三

隅
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
令
和

6
年
産
米
の
初
検
査
式
を
行
い

ま
し
た
。

検
査
で
は
、
同
地
区
本
部

の
検
査
員
15
名
が
集
ま
り
目
合

わ
せ
を
行
い
、
２
５
０
袋
の
検

査
を
し
ま
し
た
。

初
検
査
式
の
最
後
に
佐
々

木
本
部
長
よ
り
、「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
影
響
や
高
温
障
害
に
よ

る
品
質
の
低
下
に
伴
う
歩
留
ま

り
の
悪
化
で
米
不
足
に
な
り
、

各
産
地
の
概
算
金
も
大
幅
に
上

が
っ
て
い
ま
す
。
当
面
は
市
場

価
格
も
高
値
で
推
移
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
も
令
和
６
年
産
の
概

算
金
が
昨
年
よ
り
２
，３
０
０

円
／
30
㎏
上
が
り
ま
し
た
。
１

袋
で
も
多
く
の
米
を
集
荷
し
、

年
間
通
し
て
安
定
的
に
販
売
す
る
こ
と
が
農
家
所
得
の
向
上

に
繋
が
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
1
袋
で
も
多
く
出
荷
し
て
頂

く
よ
う
、
声
掛
け
を
お
願
い
致
し
ま
す
。」
と
熱
い
思
い
を

伝
え
ま
し
た
。

今
後
、
12
月
頃
ま
で
各
地
区
に
て
米
検
査
が
行
わ
れ
ま

す
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
は
８
月
下
旬
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
に
て
住
宅
業
者
、
不
動
産
業
者
を
対
象
と
し
た
Ｊ
Ａ
住
宅

ロ
ー
ン
の
商
品
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
10
社
13
名
参
加
が
あ
り
、
８
月
１
日
よ
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
住
宅
ロ
ー
ン
の
仕
組
み
や
新
商
品
で
あ
る

変
動
金
利
型
に
つ
い
て
ロ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
新し
ん

矢や

邦く
に

博ひ
ろ

職
員
が
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
税
理
士
の
吉
田
道
夫
氏
に
よ
る
住
宅
減
税
制
度

に
つ
い
て
の
講
演
は

「
税
金
を
知
っ
て
て

も
得
は
し
な
い
が
損

を
し
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
話
」
で
あ

り
質
問
が
多
く
、
参

加
者
に
好
評
で
し

た
。吉

田
氏
は
「
参

加
者
か
ら
の
質
問
は

リ
ス
ク
の
共
有
に
な

る
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
し
ま
ね
は
、

組
合
員
・
利
用
者
お

よ
び
関
連
事
業
者
の

役
に
立
て
る
よ
う
な

活
動
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

第
２
回
ぶ
ど
う
ま
つ
り
開
催

令
和
６
年
度

「
米
検
査
ス
タ
ー
ト
」し
ま
し
た
！

Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
説
明
会

を
開
催

講演を行う吉田道夫氏講演を行う吉田道夫氏

ピオーネの詰め放題に挑戦する参加者ピオーネの詰め放題に挑戦する参加者

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中

央
地
区
本
部
は
８
月
31

日
、
組
合
員
・
利
用
者
を

対
象
と
し
た
資
産
形
成
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
と
し
て
、
な
か

の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
代
表
取
締
役
社
長
の
中な
か

野の

晴は
る

啓ひ
ろ

氏
を
招
き
、
世
界

の
経
済
情
勢
か
ら
資
産
運
用
の
必
要
性
や
長
期
投
資

の
心
構
え
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
中
野
氏
は
「
投
資

信
託
は
共
感
と
信
頼
。誰
が
ど
ん
な
思
い
で
運
用
し
、

そ
の
理
念
や
哲
学
に
自
分
が
共
感
で
き
る
か
が
重
要

で
あ
る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
浜
田
市
の
い
わ
み
ー
る
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
、
同
Ｊ
Ａ
の
石
見
銀
山
地
区
本
部
、
島
根
お

お
ち
地
区
本
部
、
西
い
わ
み
地
区
本
部
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
結
び
、
約
１
０
０
名
の
参
加
者
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
の
参
加

者
か
ら
は
「
投
資
の
本

質
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」「
投
資
に
つ
い
て

の
考
え
方
が
変
わ
っ

た
」「
毎
年
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
欲
し
い
」

な
ど
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

８
月
22
日
、
浜
田
市
弥
栄
運
動
広
場

に
お
い
て
32
名
の
部
員
会
員
を
集
め
て

女
性
部
年
金
友
の
会
合
同
親
善
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
こ
の
夏
一
番
の
暑
さ
と
な

り
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

９
月
４
日
、
浜
田
市
陸
上
競
技
場
に

お
い
て
42
名
の
会
員
を
集
め
て
年
金
友

の
会
浜
田
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

少
し
長
め
の
芝
生
だ
っ
た
た
め
玉
の

転
が
り
が
鈍
く
前
半
は
高
め
の
ス
コ
ア

で
し
た
が
、
や
は
り
実
力
者
で
あ
り
後

半
は
好
ス
コ
ア
で
終
了
し
ま
し
た
。

９
月
12
日
、
江
津
市
中
央
公
園
多
目

的
広
場
に
お
い
て
28
名
の
会
員
を
集
め

て
江
津
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
風
が

無
く
参
加
受
付
前
か
ら
非
常
に
暑
く
、

開
会
式
を
行
う
の
か
？
と
心
配
す
る
ほ

ど
の
天
気
で
し
た
。
参
加
者
の
み
な
さ

ん
に
交
じ
り
佐
々
木
本
部
長
も
が
ん
ば

り
ま
し
た
よ
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
飛
び
交
っ
た
大

会
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
は
９
月
１
日
、
江
津
市

で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
来
場
者
に
管
内
で
採
れ
た
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
統
合
10
年
を
記
念
し
、
地
域
住
民
と
Ｊ
Ａ
と

の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
目
的
に
実
施
し
、
来
場
者
は
新
鮮
な
ピ

オ
ー
ネ
と
梨
を
受
け
取
り
、
喜
ん
で
帰
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
は
９
月
１
日
、

江
津
市
の
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ

イ
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
「
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通

安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
午
後
２
回

の
公
演
で
そ
れ
ぞ
れ
約
５
０
０
人
を
超
え
る
ご
家
族
に
来

場
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
地
域

住
民
と
Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
い
わ
み

中
央
管
内
で
の
開
催
は
6
年
ぶ
り
と
な

り
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
参
加
し
た
親
子
が
ア

ン
パ
ン
マ
ン
た
ち
と
一
緒
に
踊
っ
た
り

歌
っ
た
り
し
な
が
ら
、
交
通
マ
ナ
ー
や

交
通
ル
ー
ル
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と

一
緒
に
踊
れ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
皆
笑

顔
で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

つ
み
た
て
王
子
に
学
ぶ
、

資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催

年
金
友
の
会
活
動
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

各
地
で
交
流
＆
健
康
増
進
！

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

江
津
市
で
Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン

Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
地
域
貢
献
活
動

握手会を楽しむ家族連れ握手会を楽しむ家族連れ
（Ⓒやなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV）（Ⓒやなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV）

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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女
性
部
員
で

秋
冬
野
菜
栽
培
講
習
会
！

Ｊ
Ａ
女
子
大
学
Ｏ
Ｇ
会
合
同
企
画

『
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
作
り
』 開
催

浜
田
女
性
部
（
平
木

幸
子
部
長
）
は
７
月
19

日
、
旧
Ｊ
Ａ
上
府
事
業

所
に
て
秋
冬
野
菜
栽
培

講
習
会
を
開
催
し
部
員

や
部
員
家
族
17
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
当
地
区

本
部
農
産
課
の
三
浦
義

弘
職
員
が
講
師
と
な
り
、
基
本
的
な
土
づ
く
り
・

肥
料
の
施
し
方
な
ど
の
ほ
か
、
白
菜
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
主
な
秋
冬
野
菜
や
人
気
野
菜
の
子
持
ち

高
菜
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま
し

た
。
参
加
し
た
部
員
か
ら
は
、
ナ
ス
や
タ
マ
ネ
ギ

な
ど
日
頃
の
栽
培
管
理
で
の
質
問
が
活
発
に
行

わ
れ
た
ほ
か
、

「
大
根
の
『
す

入
り
』
を
確
認

す
る
方
法
は
初

め
て
知
っ
た
」

「
ホ
ウ
素
や
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
欠

乏
で
生
育
不
良

に
な
ら
な
い
よ

う
気
を
つ
け
た

い
」
と
秋
冬
野

菜
作
り
に
意
欲

を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
は

９
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
女
子
大
学

合
同
Ｏ
Ｇ
会
を
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
子
大
学
は
７
期
生
ま

で
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

卒
業
と
同
時
に
発
足
さ
れ
た

各
Ｏ
Ｇ
会
も
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
思
う

様
な
活
動
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、

全
Ｏ
Ｇ
会
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
、
会
員
同
士
の
交
流
を

目
的
と
し
た
「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
作
り
」（
ポ
ー
セ
ラ
ー

ツ
と
は
白
い
磁
器
に
シ
ー
ル
『
転
写
紙
』
を
貼
っ
て
窯

で
焼
き
あ
げ
て
作
る
も
の
）
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
Ｐ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
ｌ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ　

Ｒ
ｕ
ｍ‘
ｓ
の

細
田
明
日
香
先
生
を
迎
え
、
会
員
は
マ
グ
カ
ッ
プ
と
プ

レ
ー
ト
か
ら
１
つ
を
選
び
、
好
み
の
絵
柄
や
文
字
パ
ー

ツ
な
ど
を
貼
り
付
け
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
器

に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品
は
ど
れ
も

個
性
溢
れ
る
も
の
で
、
互

い
に
見
比
べ
な
が
ら
「
焼

き
上
が
る
の
が
楽
し
み
」

と
笑
み
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
茶
話
会
で
は
今
後
の

Ｏ
Ｇ
会
の
活
動
に
つ
い
て

協
議
し
、
Ｊ
Ａ
を
拠
点
と

し
た
活
動
の
展
開
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

農農業業体体験験塾塾夏夏休休みみ企企画画

８月24日、ふれあい農業体験塾夏休み企画を食農教育活動の一環として
開催し、小学生親子22名が参加しました。「いのち・自然・食べ物・農業の
大切さ」を知ってもらおうと子ども向け食育雑誌『ちゃぐりん』を活用し、「ポップコーン」と「バター
作り」に挑戦しました。ポップコーン作りではコンロで火を使うため子どもたちは最初は緊張気味でした
が、鍋の中でコーンが弾け出すと興味深そうに覗き込んでいました。弾ける数が多くなるにつれ香ばし

い香りがしていました。バター作りでは、生クリームを入れた
ペットボトルを各自シャカシャカと一生懸命振りながら完成さ
せました。「ポンポン弾けるのが楽しかった」「生クリームを振っ
ただけでバターができてびっくり！」と出来立てのポップコー
ンやパンにぬったバターをおいしそうにほおばりながら話して
いました。夏休みの楽しい思い出のひとつになったようです。

ポップコーン・バター作り
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2024年10月号

プランターで野菜を育ててみませんか!!プランターで野菜を育ててみませんか!!
家庭菜園を始めてみたい初心者の方は、まずはプランターで野菜を
育ててみましょう。小規模から始められて、ベランダなどの狭いスペー
スでも家庭菜園が楽しめます。
地植え栽培とプランターやコンテナ栽培では、同じ野菜でも育て
方が異なり、場合によってはコストや管理の手間も変わってきます。
ちょっとしたコツを守るだけで、プランター菜園で立派に育ちます。

１．プランター菜園の基礎知識
●どんな野菜から始めればいい？
　難易度が低いのは、葉物野菜やハーブ類です。作りやすいコマツナや寒さに強いホウレンソウ、病害虫
の少ないネギやシソ、生命力の旺盛なミントやタイムなどは失敗しにくいです。
●種から育てる？苗から育てる？
　一般的には苗から育てる方が手軽です。種は苗に比べて発芽までの管理が必要ですが、格段に安いので
経済的です。苗にするか種にするか状況により選択が必要です。
●プランター菜園に必要なものは？
　プランター菜園に必要なものは決して多くありません。プランターのほか、種や苗、土と水、そしてプ
ランターを置く場所さえあれば野菜を育てることができます。
●どこで育てればいいの？
　プランター菜園の最大の利点は省スペースで野菜が育てられることです。ベランダやテラスがあれば十
分です。
～秋冬のプランター野菜～

種　　類 種まき時期 収穫時期 栽培適温 プランターサイズ
ダ イ コ ン ８～９月 10月下旬～ 12月 15～ 20℃ 深　　　型

ホウレンソウ ９～ 10月 10～ 11月 15～ 20℃ 小型～中型
ジャガイモ ９～ 10月 10～ 11月 15～ 20℃ 深　　　型
タ マ ネ ギ ９～ 10月 ５～６月 15～ 20℃ 中型～大型
カ ブ ９～ 10月 10～ 12月 20～ 25℃ 中　　　型
コ マ ツ ナ ３～ 10月 種まきから１ヶ月程度 15～ 25℃ 小型～中型

※プランターサイズ　小型（地上部が大きくならない野菜を育てるサイズ）
中型（最も使いやすいいろいろな野菜を育てるサイズ）
大型（地上部が大きく育つ野菜、多肥を好む野菜等）
深型（縦に長いサイズ、地下部が大きく育つ野菜向き）

２．プランターで野菜を育てるメリット
●天候や病害虫の被害を受けにくい
　畑で野菜を栽培する場合、長雨や台風、また病害虫の大発生などによって被害を受けることがあります。
しかし、プランターなら雨や強風を避けるために移動して難を逃れるため、ベランダなど生活の場のすぐ
近くに置けば、早期に対処できるメリットがあります。
●気軽に野菜作りを楽しめる
　ベランダやテラスなどにプランターを置けば、リビングからすぐに様子を確かめに行ける気軽さがあり
ます。特に野菜の成長スピードは速く、植え付けから収穫まで頼もしく生育する姿を楽しめ、その生命力
に癒されるというメリットがあります。最終的には収穫して、手をかけて育ててきた野菜の新鮮なおいし
さを味わう喜びも得られます。
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西部農林水産振興センターからのお知らせ

クマやイノシシを集落から遠ざけるために

西部農林水産振興センター　林業振興課　0855（29）5604

今年も栗や柿が美味しい季節がやってきました。これら秋の実りは人間にも楽しみなものですが、動
物たちにとってもごちそうです。

野生動物が放置した栗や柿を食べてしまうことで、意図せず動物の越冬を手助けすることになってし
まいます。ぜひこの機会に所有している果樹の今後の管理について、ご家族と考えてみてください。

農地や集落の周辺に、動物の食べ物となる果樹が放置されると、クマやイノシシを人里に誘引する（引
き寄せる）場合があります。
誘引物となりうる果樹の管理を適切に行うことが、クマやイノシシの出没を抑えることにつな
がります。今年は特にクマの出没が多いため、対策が必要です。

柿の木に登るクマ 栗を食べに来たイノシシ

・幹にトタンを巻く……クマなどが登って実を食べられないようにし、枝が折られるのも防ぎます。
・電気柵で囲う…………実が熟す前の設置を心がけましょう。
・低く剪定する…………実を収穫しやすくして、取り残しをなくしましょう。
・全部収穫する…………食べない実も収穫して動物の餌にならないようにしましょう。

トタンを巻いて木に登らせない 電気柵は実が落ちる範囲まで囲うのがポイント

残したい果樹は守る！

・管理できる本数に減らす、伐採する…簡単には決められないかもしれませんが、動物の餌になってい
るだけならば検討が必要です。

ほったらかしの果樹は今後の管理を考える
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農業用廃プラスチックの回収を行います
回　収
対象物

○肥料、飼料等のポリ袋　　　　　　　　　　○畦畔板（畔板シート）
○農業用ポリエチレンフィルム（農ポリ）　　○農薬空容器
○農業用塩化ビニールフィルム（農ビ）　　　○育苗箱

回収方法（事前準備：専用袋、ステッカーの購入・袋詰め等）
○回収袋20㎏・排出用ステッカーは1,000円（税込）です。
　JA各あぐり店で常時販売しておりますのでご購入下さい。購入時に「事前準備のやり方」を配布いたします。
○回収場所に委任状がありますので、持込時にご記入下さい。なお、印鑑が必要ですので、必ずお持ち下さい。

回収・処理経費
○回収・処理経費は、回収袋・ステッカーの販売代金に含まれており、その他代金はいただきません。

注意事項
☆指定日以外の回収は受付できません。住所地以外の地区への持込みは可能です。
☆プラスチックの農薬空容器は洗浄して、中身が入っていないことを証明するため底を必ず切断してお持ち下さい。
☆ビニール等は泥をきちんと叩き落とし、金属等の異物を完全に取り除いてから袋に詰めて下さい。
☆購入する袋は全て同じですが分別をして、一緒の袋には入れないでください。
　（例：肥料袋と黒マルチを一緒に入れる。ハウスビニールとマイカー線を一緒に入れる。）
☆袋に入らないもの（育苗箱・ハウスビニール等）は排出用ステッカーを貼って下さい。
　※育苗箱等　１梱包30枚まで　　ハウスビニール　１梱包 20 ㎏ まで
☆梱包したものは、収集運搬しやすいように必ず２箇所以上で固く縛って下さい。

回 収 指 定
日時と場所

令和６年11月13日㊌、14日㊍
午前８：30～10：00（次回は令和７年６月頃に行う予定です。）

13日㊌ 14日㊍
地　　区 場　　所 地　　区 場　　所
浜田地区 あ ぐ り 中 央 店 江津地区 江 津 ラ イ ス セ ン タ ー
弥栄地区 弥 栄 ラ イ ス セ ン タ ー 三隅地区 旧三隅営農経済センター
旭 地 区 旭 ラ イ ス セ ン タ ー 金城地区 金 城 ラ イ ス セ ン タ ー

お問合せ先：島根県農業協同組合 いわみ中央地区本部 営農経済部 経済課　TEL（0855）22-1128

江津ＲＣは
工事中につき
ご注意下さい

７日(木) 9時～12時 旧 市木事業所

６日(水) 9時～14時 Aコープみすみ

Aコープみすみ

１８日(月) 9時～14時 あぐり南（金城）

８日(金) 9時～14時 Aコープあさひ

１９日(火) 9時～14時
２７日(水) 9時～13時

２０日(水) 9時～14時 Aコープあさひ

１２日(火) 9時～13時 Aコープやさか

波佐まちづくりｾﾝﾀｰ
ときわ会館 前

Aコープやさか

２６日(火)
9時～12時 阿刀の里（跡市）

13時～16時 江津西ふれあい店

２５日(月) 9時～12時

メガネネ・ネ・補聴器の専門店

お問合せ、訪問のご相談は 直通直通 ０９０-６９５５-１６１２ へ お気軽にどうぞ

移動型店舗店長 狩野 昭弘

『移動型店舗

パリミキカー』
認定補聴器技能者 メガネ＆サングラス

300本～

＋

お問合せ、訪問のご相談は 直通直通 ００００９０ ６９５５ １６１２ へ お気軽にどうぞ

令和６年 １１月度 ＪＡ巡回スケジュール いわみ中央地区

運転用、読書用、パソコン用、遠近両用でも

メガネ一式

税込

１級 眼鏡作製技能士
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虹のホールはまだ 

令和 6 年 （土）

会場：虹のホール はまだ 
（浜田市下府町 1821-5 石央物流団地内） 

8:30～10:00  人形受付 
10:30～11:00  供養祭 
9:00～12:00  葬儀事前相談会 

11 月 3 日（ ）・4 日（ ） ・8 日（金）  13:00 ～ 16:00 まで 

浜田：虹のホールはまだ　 江津：JA 江津葬祭会館  

主催：株式会社いわみ中央 JA 葬祭センター 

事務所が 

移転しました 

電話：   0120-222-532  いわみ中央葬祭センター  浜田市下府町 1821-5 （石央物流団地内）  

       0120-522-354  JA 江津葬祭会館      江津市和木町 1136-35 

 

日 月

不燃物 （ガラス・金属・陶器・土製など） は、お受けできません。
ケースなど附属品は、はずしてお持ちください。  

美
川
夏
ま
つ
り

は
、
昭
和
57
年
に
始

ま
り
ま
し
た
。

帰
省
さ
れ
た
方
や

地
域
の
方
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、

当
時
30
歳
過
ぎ
の
地
元
青
年
団
が
美
川
夏
ま
つ
り
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
以
来
、
水
害
、
台
風
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
５

回
ほ
ど
中
止
は
あ
り
ま
し
た
が
42
年
続
い
て
い
ま
す
。

今
で
は
美
川
地
域
各
町
内
は
も
と
よ
り
、
浜
田
市
内
約

１
４
０
も
の
事
業
所
か
ら
の
応
援
に
よ
り
花
火
を
打
ち
上
げ

て
い
ま
す
。

こ
の
美
川
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ま
つ
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は
、
帰
省
さ
れ
た
方
、
地
域
住
民
の
方

が
集
え
る
場
所
・
時
間
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
、
こ
の
過
去

か
ら
引
き
継
が
れ
た
思
い
を
今
後
も
続
け
て
次
代
の
子
ど
も

た
ち
に
繋
ぎ
た
い
、
そ
ん
な
思
い
で
毎
年
開
催
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て
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す
。

地
域
住
民
の
他
、
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外
か
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方
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川
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是
非
、
み
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遊
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さ
い
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故
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で
42
年
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年金相談会
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11月８日㈮
江津支店
午後３時から
午後７時まで

2024 農業まつり開催予定表2024 農業まつり開催予定表
名　　称 場　　所 日　　時

第35回 弥 栄 産 業 ま つ り 弥栄イベント広場 11/３ 日㊗ 9：00-15：00

第35回 さ ざ ん か 祭 り ふれあいジムかなぎ 11/２
11/３

土
日㊗ 10：00-16：00

2024グリーンフェスタはまだ 石 央 物 流 団 地 11/９ 土 9：00-13：00

み す み フ ェ ス テ ィ バ ル 三 隅 中 央 公 園
三隅中央会館ほか

11/９
11/10

土
日 10：00-15：00

旭 ふ る 里 ま つ り2024 旭体育館とその周辺 11/10 日 9：00-15：00
2024ご う つ 秋 ま つ り パ レ ッ ト ご う つ 11/17 日 10：00-15：00

ローン相談
開催中

いわみ中央地区本部
ローンセンター

いわみ中央地区本部１階浜田支店でお待ちしております!!

第４土曜日開催！

受付時間／9：30～15：00
11月 23日

JAしまね　いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741
℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ

©よりぞう

傷害共済ご加入のみなさまへ 傷害共済ご継続のご案内について
平素は、JA共済事業に格別のご支援を賜り誠にありがとうございます。
さて、現在ご加入中の傷害共済が令和６年 12月１日（日）をもちまして契約満了となります。つきましては、

引き続きのご継続をお願いいたします。
なお、農林水産省による「共済事業向けの総合的な監督指針」を踏まえた事務見直しにより、昨年度からは職員
による電話・訪問での継続確認を原則取りやめております。引き続きご理解いただきますようよろしくお願いいた
します。
【契約の継続について】

『年齢条件に伴う確認等』変更が必要でない限り契約者様のお手続きは必要ありません。JAで自動継続させて
いただきます。
ご都合により契約を継続されない方（非継続）は、令和６年 11月 15日（金）までに支店窓口でお手続き
をお願いいたします。
※ 12月１日以降での非継続申し出は中途解約となり、掛け金全額返金ではありませんのでご了承ください。
今後も JA共済事業へご支援・ご利用のほど、よろしくお願いいたします。

浜田支店（0855）22-8825 ／浜田西支店（0855）27-1003 ／三隅支店（0855）32-0280
江津支店（0855）52-2061 ／金城支店（0855）42-1132

ご不明な点は、
各支店窓口まで

お問い合わせください
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